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Ⅰ　　はじめに

●ワークショップとは

●ワークショップに期待される成果

①市民と行政の信頼関係の構築

②庁舎建設を通じて高まる「まちづくり」への関心

③市民と行政のパートナーシップ効果

　行政側の「スタンス」と市民側の「想い」とのギャップは生じ得るものだが、ワークショップ
を通じて、問題提議について、行政側は可能性を探り、市民側も解決に向けて協力・行動
するなど、良いパートナーシップを作り上げるきっかけを作る場となる。

　ワークショップという「場」を通して、新しい地域ネットワークの「芽」が形成される可能性が
生まれ、庁舎建設に対する地域合意の形成が大きな目的だとしても、合意が「納得」という
レベルなのか「参画」というレベルなのかによって、その後の「まちづくり」の展開は大きく異
なる。このような成果は従来の説明会などのスタイルでは決して生まれない。

　市民と行政が同じテーブルで情報を交換し、知恵を出し合う体験で、「市民は一方的に
要求するだけではない」　「行政は一方的に計画を押しつけるだけではない」といった意
識が相互に生まれ、市民と行政の信頼関係が構築される。

　「ワークショップ」とは、本来「工房」「作業場」など、「共同で何かを作る場所」の意味であ
り、最近では、問題解決やトレーニングの手法、学びと創造の手法としてこの言葉が使わ
れる事が多く、あらゆる分野で「ワークショップ」が行われている。
　「ワークショップ」は一方通行的な知識や技術の伝達でなく、参加者が自ら参加・体験
し、グループの相互作用の中で何かを学びあったり創り出したりする、双方向的な学びと
創造のスタイルとして定義されている。
　コーディネーター（ファシリテーター）と呼ばれる司会進行役が、参加者が自発的に作業
をする環境を整え、参加者全員が体験するものとして運営される。
　近年は企業研修や住民参加型まちづくりにおける合意形成の手法としてよく用いられて
いる。
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Ⅱ　　市民ワークショップ



Ⅱ－１）　　市民ワークショップの主旨とスケジュール

― ４ ―

●市民ワークショップのスケジュール

　　①　第１回ワークショップ　１１月２４日（金）
　　　　　　　　　テーマ　　『私が市庁舎に望むこと』　『市庁舎について話し合いたい場所』　について

　　②　第２回ワークショップ　１２月１６日（金）
　　　　　　　　　テーマ　　『市民ロビー、窓口、議場、トイレ』　の使い方について

　　③　第３回ワークショップ　　１月２０日（金）
　　　　　　　　　テーマ　『広場、駐車場（外部空間）』の使い方について

　　④　第４回ワークショップ　　２月２４日（金）
　　　　　　　　　テーマ　『市民ロビー・広場、会議室・テラス（連続した外・内部空間）』の使い方に
　　　　　　　　　　　　　　ついて

　　⑤　第５回ワークショップ　　３月３０日（金）
　　　　　　　　　テーマ　『市民ロビー、広場・駐車場、会議室・テラス』を使う際に必要な機能
　　　　　　　　　　　　　　および使い方の優先度について

●コーディネーター

　　宇都宮大学工学研究科　　三橋伸夫　教授

●市民ワークショップで対象とした「場所」

　　Ａ　内部空間

　　　　　　①　市民ロビー　　　②　市民窓口　　　③　会議室　　　④　議場　　　⑥　トイレ

　　Ｂ　外部空間

　　　　　　①　広場　　　　　　　②　駐車場　　　　③　屋上テラス

　以上について、使い方を中心にワークショップを行った。

●市民ワークショップの主旨

　・

　・

　・

　・

　・

新庁舎の設計を進めるにあたり、主として市民に開かれる「場所」、例えばロビーや広場などの
共用スペースを対象に、市民として利用する立場から活用のアイデアや要望をワークショップを
通じて、活発に議論した。

市民ワークショップの委員（参加者）は、市内の各種団体からの推薦者１９名、公募委員６名の
計２５名というバランスの良い構成とした。

ワークショップを円滑に効率よく進めるため、新庁舎の「基本構想」及び「基本計画」の策定に尽
力していただいた、宇都宮大学の三橋教授のご指導のもと、１ヶ月に１回のペースで全５回開催
した。

実現可能なアイデアについては、基本設計・実施設計の中で技術面・運用面・経済面等の観
点から総合的に検討していく。

委員の方には、当市民ワークショップに参加していただいた事を契機に、行政と市民の信頼を
更に深め、庁舎建設やまちづくりに至るまで、市民参画の意識がより高まることを期待している。



Ⅱ－２）　　第１回ワークショップの報告

― ５ ―

下野市新庁舎建設設計業務　 基本設計

下野市新庁舎建設基本設計市民ワークショ ッ プ　 第 1 回 開催日時： 平成 23 年 11 月 24 日 ( 金 )　

１.板橋副市長からの挨拶 ２.委嘱状の交付（ 委員・ コーディ ネーター）

３.  計画経緯概要の説明

5.  ワークショ ッ プの様子

４.  設計提案の考え方の説明

第 1 回市民ワークショ ッ プ 参加人数（ 男性 13 人、 女性 8 人、 合計２ １ 人）

4 班に分かれて活発な
ディ スカッショ ンが行われました。

Ｂ班 (６ 名 )

・ ロビーの活用方法に関して話し合いたい

・ 市民が利用できる議場がほしい

Ａ班 (６ 名 )

・ ロビーの活用方法に関して話し合いたい

・ コンサート のできるスペースがほしい

・ 駐車場の利用方法に関して話し合いたい

・ ト イレに関して話し合いたい

・ 便利さ使いやすさに関して話し合いたい

・ 窓口を判りやすく してほしい

・ バリ アフリーにしてほしい

Ｃ班 (５ 名 )

・ 総合窓口がほしい

・ ト イレに関して話し合いたい

・ 駐車場に関して話し合いたい

・ 利用時間を利用しやすい時間帯にする

Ｄ班 (４ 名 )

第 1 回市民ワークショ ップのまとめ ( 各班の発表 ) 第 2 回市民ワークショ ッ プのテーマ検討

『私が市庁舎に望むこと』
『市庁舎について
話し合いたい場所･テーマ』

第 1 回 WS のまとめ

・ ロビーの活用方法

・ 市民が利用できる議場

・ コンサート ができるスペース

・ わかりやすい窓口

・ 総合窓口

・ 安全清潔で使いやすいト イレ

・ 駐車場の利用方法

・ ユニバーサルデザイン

・ 利用時間帯

出された意見の概念を

「 空間・ 機能・ 時間」 で、

モデル化してみる。

検討すべきポイント を

抽出してみる。 庁舎について話し合いたい場所・ テーマの相関図

利用時間帯

ロビー

議場 ト イレ

窓口

総合窓口

駐車場

ひろば

U D

外部

内部

共通

概念



Ⅱ－３）　　第２回ワークショップの報告

― ６ ―

下野市新庁舎建設設計業務　 基本設計

下野市新庁舎建設基本設計市民ワークショ ッ プ　 第 2 回 開催日時： 平成 23 年 12 月 16 日 ( 金 )　

B 班

議場

１ . 広瀬市長からの挨拶 ２ . 三橋教授から主旨説明

３ .  市庁舎の事例紹介（ 佐藤総合計画より ）

第 2 回市民ワークショ ッ プ 参加人数（ A 班 5 名、 B 班 6 名、 C 班 5 名、 D 班 6 名　 合計 22 名）

４ 班に分かれて活発な

ディ スカッ ショ ンが

行われました。

・ 自然光の入る明るいロビー

・ 市民の作品等を展示場

・ カフェ 、 食堂、 健康関係コーナー

・ 各種イベント スペース

・ 軽く 集まれるブース

・ 明るいロビー、 交流スペース

・ 軽食、 店舗スペース

・ 作品展示や情報発信の場

・ ミ ニコンサート のできるスペース

・ 4 ～ 5 人用のテーブル席

・ イベント スペース

・ 飲食、 店舗、 情報発信スペース

・ テーブル席

・ キッズコーナー

・ 広場と一体で利用できるロビー

・ 小ホールを議場に利用

・ フラッ ト な床

・ 議場家具を可動式にする

・ 学生の発表の場に利用

・ ゆっく り 手続できる場所･スペース

・ 案内･対応してく れる人的サービス

・ 分かりやすい案内･表示板（ サイン）

・ 総合案内所を設置

・ 窓口の職員が少なく て済む工夫

・ インターホンの活用

・ 窓口部門は 1 階にまとまる

・ 多機能ト イレの設置

・ ト イレの他に授乳室の設置

・ 手の届く 高さに荷物掛けの設置

・ 分かりやすい配置･表示板（ サイン）

・ 洋式便器の採用

・ WC は各階 2、 多目的は各階 1 箇所

・ 入口付近に設置

・ ブース内に荷物を置く 棚の設置

・ 清潔で明るく

・ 防犯対策を考慮

D 班

C 班

A 班 C 班

B 班

A 班 D 班

市民

ロビー

窓口

総合窓口

ト イレ

※ WS 委員からでた使い方のアイデアや意見をもとに基本設計をまとめます。

第 2 回市民ワークショ ッ プのまとめ ( テーマごとの各班の発表 )

4.  ワークショ ッ プの様子

第 2 回は内部についての WS でした。

次回は、 外部空間についての WS を行います。

『市民ロビー、議場、
   窓口、トイレ』の
4 テーマについて



Ⅱ－４）　　第３回ワークショップの報告

― ７ ―

下野市新庁舎建設設計業務　 基本設計

下野市新庁舎建設基本設計市民ワークショ ッ プ　 第 3 回 開催日時： 平成 24 年 1 月 20 日 ( 金 )　

0 1 2 3 4 5 6 7
（ 票）

A

C

B

D

配置・ 変更したいもの
盆踊り会場

朝市、 福祉フェスタ
周囲を使ったイベント

三輪車レース
屋外ミ ニコンサート

市内一周マラソン大会
防災対策

ステップ２で各班が取り上げたテーマ、 イベント

１ . 三橋教授から主旨説明

３ . ステップ１ ： 外部空間の利用方法について各班で議論 ４ . ステップ２ ： 実際の使い方について 配置図に書き込み

A 班

D 班

２ .市庁舎の外部空間の使い方事例紹介

ステップ１：
　 新庁舎の外部空間で行う行事や
　 広場や駐車場の利用方法について
各班で議論を行いました。

ステップ２：
　 ステップ 1 で出した意見を実際の
　 配置図で使い方をイメージして
　 書き込んでいきました。

B 班

全委員の意見の総計

C 班

第 3 回は新庁舎の外部空間についての WS でした。

次回は、 内部空間について、 また、 利用時間帯や

ユニバーサルデザインについての WS を行います。

第 3 回市民ワークショ ップの概要

ステップ１ まとめ ( 外部空間の利用方法について )
各班ごとに様 な々意見交換が行われました。 特に、防災関連やお祭りなどのイベント に
新庁舎の外部空間を利用しよう という意見が多かったよう です。

参加人数（ A 班 5 名、 B 班 5 名、 C 班 5 名、 D 班 5 名　 合計 20 名）

まとめ

ステップ２ まとめ

各班がステップ１で考えたイベントやテーマの中から実現したい案について、 実際の計画地で、
どのように実現できるかを現段階の配置図に自由に書き込んで頂きました。

ステップ 1、ステップ２を通じて、様々な観点から意見が得られました。
中でも、我々が知らなかった下野市の様々なイベント や行事などの
会場として、新庁舎の外部空間が利用できる可能性を見出せました。
この結果を踏まえ、議論から生まれた利用方法を実現できるよう
計画していきます。



Ⅱ－５）　　第４回ワークショップの報告

― ８ ―

内外を利用したイベントで
最大利用人数4,000人の
意見があった

市民ロビーは利用人数
100～400人の意見が
多かった

広場は最大利用人数
600人の意見があった

屋上テラスは最大利用人数
200人の意見があった

会議室は利用人数
100～ 200人の意見が
多かった

下野市新庁舎建設設計業務　 基本設計

下野市新庁舎建設基本設計市民ワークショ ッ プ　 第 4 回 開催日時： 平成 24 年 2 月 24 日 ( 金 )　

A

B

C

D

A

B

C

D

１ . 三橋教授から主旨説明

４ . 使い方カルテの記入3. 模型と図面を利用した使い方ディ スカッショ ン

２ . 川端部長から進捗状況の説明

使い方カルテの記入

　  参加者の皆様が実際に行っている
　  活動について記録してもらい、
　  新庁舎に必要な場所とサイズを

　  書き出していただきました。

使い方ディ スカッ ショ ン
各テーマ ( 1. 市民ロビー、

　  2. テラス、 広場 ) について
　  図面に使い方提案を書き
　  込んでいただきました。

第４ 回は１ 階市民ロビーと２ 階テラス、

会議室についての使い方ワークショ ップでした。

次回は、 前回までの使い方ワークショ ップの

まとめとしてのワークショ ップを行います。

第 4 回市民ワークショ ップの概要

使い方カルテまとめ
各委員が所属する団体の行っている活動とそのために必要なスペースや設備についてカルテに記入していただきました。

特に、 使用人数に幅のある会議室の利用要望が目立ちました。

参加人数（ A 班 5 名、 B 班 5 名、 C 班 5 名、 D 班 5 名　 合計 20 名）

まとめ

使い方ディ スカッショ ン まとめ ( 考えたテーマ案の展開方法を配置図への書き込み )

使い方カルテの記入によって、 現在の市民活動を新庁舎で展開する場（会議室など）の
設計に役立つ情報が得られました。 また、 図面と模型を利用したディ スカッショ ンでは、
より具体性を増してきた新庁舎の形や場所がイメージできるようになったことで、
新庁舎での婚活パーティ など、 新鮮な意見が得られ、 新庁舎への可能性を見出せたと思います。



Ⅱ－６）　　第５回ワークショップの報告

― ９ ―

下野市新庁舎建設設計業務　 基本設計

下野市新庁舎建設基本設計市民ワークショ ッ プ　 第 5 回 開催日時： 平成 24 年 3 月 30 日 ( 金 )　

１ . 三橋教授から主旨説明

３ . テーマディ スカッショ ンの様子

４ . ファシリテーターによる発表

２ .設計者からまとめイメージの説明

テーマディ スカッショ ン 1
　  前回までのまとめを踏まえ、 A 班 市民ロビー、
　 B 班 広場・ 駐車場、 C 班会議室・ テラスに
　  ついてそれぞれ、 １ . 気軽さ、 ２ . ユニバーサル
　  デザイン、 ３ . 情報、 ４ . 利用時間、 ５ . 防災の
　 5 点の観点から議論して頂きました。

テーマディ スカッショ ン 2
　 各班のテーマの場所と他の班のテーマの場所との
 　 関係性について議論が行われました。　

優先度投票
これまでの議論を踏まえ、 全員でそれぞれの

 　 場所についてどの項目・ 意見を優先して
　  新庁舎の設計に反映してほしいかを投票
 　 しました。

市民芸術文化祭、福祉フェスタ 、
公民館まつり絵画展、ミニコンサート 、
防災グッズ展示会、茶華道会 等

交流の場

カフェ・喫茶

展示・ギャラリー

図書・情報コーナー

キッズコーナー

コピーコーナー

地元の紹介・
アンテナショップ

避難場所・
支援物資集積所

遊歩道

イベント

イベント

イベント

ラジオ体操

歴史文化継承 ( 日光街道等 )

婚活支援記念植樹

防災訓練スペース

障害者交流スペース 懇親会・交流会

会議（総会・協議会など）

和室

軽食コーナー

ミニコンサート

講演会エコライフ祭 り、かんぴょうまつ り、夏祭り、
フリーマーケッ ト、バザー、福祉フェス タ、
音楽祭、マラソン大会、農業体験、ミニ動物 園

市民芸術文化 祭、消費者まつ り、クリスマス会、
婚活支援パーテ ィ、ミニコンサート、高齢 者
交流会、生態系調査発表会 等広

場
・
駐
車
場

会
議
室・
テ
ラ
ス

意見の優先度投票結果
5 回のワークショップを経て、新庁舎には、市民が利用できるイベントスペースや会議室、

カフェ等、また庁舎内外で災害時に対応可能な設えとすることが求められていると考えます。

投票 数場所 使い方 投票 数
班 全員班 全員

班 全員

場所 使い方

投票 数場所 使い方

第 5 回市民ワークショ ップの概要 参加人数（ A 班 6 名、 B 班 5 名、 C 班 5 名　 合計 16 名）

まとめ 各スペースで市民が実現したい項目の検討（ 優先度投票）

テーマディ スカッショ ンのまとめ

各班がく じびきにより ３ つのテーマから議論する
テーマを決定し、第 4 回までの議論を踏まえて、
さらに、 5 つの観点（ 1. 気軽さ、 2. ユニバーサル
デザイン、 3. 情報、 4.. 利用時間、 5. 防災） から
意見を出していただきました。
また、各班が他の班が議論している場所との
関係性についても議論をしていただきました。

第４回までの議論で得られたご意見をまとめイメージとして
視覚化することで、 今までの議論の内容を分かりやすく 整理
できました。 さらに、 今回は、 一度話し合った場所について
５ つの視点から再度、 違うグループで議論していただく ことで、
今までの意見の復習と見落としがないかダブルチェックを行う
ことができたと思います。最後に委員の皆様の総意として、
新庁舎建設に向けて、 どの点を優先的に検討していく か、を
決定できたことで、 市民ワークショ ップを通じて、市民が
新庁舎に求めることが明確化したと思います。

A:

B:

C:

場所別にみた項目ごとの意見

※一人あたり自班で議論した内容について３ 票、 他の班で議論した内容について３ 票の計６ 票／人

0 0

0 0

0 0

116

94

32

62

53

123

11

11

44

73

33

00

83

95

20

11

64

21

11

51

市民芸術文化祭、福祉フェスタ 、
公民館まつり絵画展、ミニコンサート 、
防災グッズ展示会、茶華道会 等

カフェ・喫茶

避難場所・
支援物資集積所

イベント116

94

62 イベント

会議（総会・協議会など）

講演会

市民芸術文化 祭、消費者まつ り、クリスマス会、
婚活支援パーテ ィ、ミニコンサート、高齢 者
交流会、生態系調査発表会 等

83

95

64

イベント

防災訓練スペース

エコライフ祭 り、かんぴょうまつ り、夏祭り、
フリーマーケッ ト、バザー、福祉フェス タ、
音楽祭、マラソン大会、農業体験、ミニ動物 園

123

73

A1

A2

A3

A4

A5

A6

A7

B1

B2

B3

B4

B5

B6

B7

C1

C2

C3

C4

C5

C6

C7A8

A9A
B C



Ⅱ－７）　　基本設計への対応
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●基本設計への反映と今後の検討について

■基本設計への反映

　　参加者から出された意見やアイデアは、基本的な考え方や優先度などの視点で整理する。
　　庁舎本来の機能を確保した上で実現可能な意見やアイデアは、『市民ワークショップでの
　　意見』として基本設計の検討項目に盛込み、今後具体的な検討を行う。

　①市民ロビー（１階）については、交流、展示、情報コーナー、イベントなどの使い方や災害時の
　　一時避難場所としても対応できるよう固定した壁をつくらないフレキシブルな空間とする。
　　また、軽飲食、物産販売などにも対応できる計画とする。

　②窓口エリア（１階）については、利用頻度の多い窓口を集中配置し、更に来庁者への利便性
　　向上のため総合案内、案内サインなどを計画する。

　③会議室（2、3階）については、庁舎の共用会議室として計画し、庁舎業務で利用しない
　　休日などに、市民利用の講演会、イベント、会議、ミニコンサート、交流などの用途に対応できる
　　施設を計画する。また、少人数から大人数の利用に対応できるように移動間仕切りを計画する。

　④議場については、議会機能を確保しつつ、市民が多目的に利用できる工夫を検討する。

　⑤トイレについては、来庁者の集中する窓口エリア付近には複数箇所、配置する。
　　また、多機能トイレを併設する。

　⑥広場については交流、イベント、防災などに対応できる多目的な空間として計画する。

　⑦駐車場についてはイベント、防災などに対応できる多目的な空間として計画する。
　　また、遊歩道、旧日光街道の継承なども検討する。

　⑧屋上テラスについてはイベント、軽飲食、交流などに対応できる計画とする。

■今後の検討
　具体的なスペースや広さ、仕様、什器備品および運営などについては今後の検討とする。

●市民ワークショップによる意見・アイデアの整理

■ 市民ワークショップの意見

　①市民ロビー：イベント、軽飲食、防災、情報コーナー、物産販売、展示、交流の順で意見が多
　　　　　　　　　　くあった。その中でも特にイベント、軽飲食、防災の意見が多くあった。
　②窓口　　　　：全ての窓口業務を１階へ配置、総合案内、案内サインなどの機能面についての
　　　　　　　　　　意見があった。
　③会議室　　 ：講演会、イベント、会議、ミニコンサート、交流の順で意見が多くあった。
　　　　　　　　　　特に講演会、イベント、会議の利用についての意見が多くあった。
　　　　　　　　　　利用人数については100～200人の意見が多くあった。
　④議場　　　　：多目的な利用などについての意見があった。
　⑤トイレ　　　 ：多機能、複数箇所、分かりやすい、衛生的などの機能面の意見があった。
　⑥広場　　　　：交流、イベント、防災などの利用について意見があった。
　⑦駐車場　　 ：イベント、防災の利用、遊歩道、旧日光街道の継承などの意見があった。
　⑧屋上テラス：イベント、軽飲食、交流などの利用について意見があった。



Ⅱ－８）　　その他

●委員名簿

（敬称略）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

●委員へのアンケート

岩上　典子
園部小由利

ＰＴＡ連絡協議会

下野市消防団
笹原住みよいまちづくりの会

公募
公募

浦谷　和哉

公募
公募
公募
公募

小室　正男
木村　保弘

大橋　敏子

渡辺　吉一

下野市女性団体連絡協議会
下野市ボランティア連絡協議会
下野市身体障害者福祉会
下野市老人クラブ連合会

社会福祉協議会
下野市環境美化推進委員会 伊沢　久男

大林　良子

下野市女性防火クラブ

氏　　名推薦団体等
下野市自治会長連絡協議会
下野市自治会長連絡協議会 渋田　唯弘

君島　武男
渡辺　欣宥
奥田　　勉
大越　一雄

― １１ ―

倉井　徳勇

井上　永子
加藤　芳江

金島　亀夫

伊沢　幸子

山家　政勝

下野市地区交通安全協会下野支部
下野市民生委員児童委員協議会

海老原新子

須藤　　武

下野市農業委員会

国分寺商工会 高橋　洋行

下野市自治会長連絡協議会

南河内商工会
石橋商工会

高田　憲一
長 　　康史

　各回のワークショップ終了後、全委員にアンケートを行った。「グループ内の議論に関し
て」、「ワークショップの進め方に関して」「自由意見」の項目について意見を求めた。全5
回のアンケートを平均して「グループ内の議論に関して」、「ワークショップの進め方に関して」の
両方の項目で、およそ90％の方に「満足」、「ほぼ満足」との意見を頂き、ワークショップ全
体の満足度も90％超と、概ね高い満足度が得られたと思われる。
　参加者に評価された点は、ワークショップを少人数のグループ編成にて実施したこと、ま
た毎回メンバーを入れ替えて実施したことにより、自分の意見を積極的に発言でき、色々
な方と議論できたことや、コーディネーター（ファシリテーター）として宇都宮大学の三橋教
授および同大学の学生に参加していただいたことでうまくまとめられたという意見があっ
た。また、様々な人の意見を聞くことで視点が広がったという意見が得られた。
　課題・反省点としては、時間が足りないという意見が多く寄せられたこと、自分の意見を
文字にまとめる（付箋紙への記入）ことが難しかったという意見があった。議論や作業の時
間的コントロールや意見のまとめ方はワークショップによる意見集約という点で、今後の課
題といえる。
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Ⅲ　　市内中学生ワークショップ



Ⅲ－１）　　中学生ワークショップの開催主旨

― １３ ―

●中学生ワークショップの主旨

　将来の下野市を担う市内の中学生が、新庁舎に求めること・夢・希望を自由に議論する
ことで、市庁舎を身近に感じてもらうとともに、ワークショップを通じて同世代の連帯感や大
人（コーディネーター、ファシリテーター、サポーター）との交流を図る。また、中学生なら
ではの視点からのアイデアに期待した。
　

●中学生ワークショップで対象としたテーマ

　中学生ワークショップは１回のみの開催であることから、内部空間・外部空間を問わず、
柔軟な発想で取り組めるよう、次の４つのテーマについて検討した。

　　　①下野市らしさ　　　　　②環境にやさしい　　　　③気軽さ　　　　④自由テーマ

※市内中学校は、南河内、石橋、国分寺の３地区にバランスよく配置されていることから、地区ごと
の特色の表出、下野市全体のアイデンティティの再確認を行う。

●コーディネーター
　

　宇都宮大学工学研究科　　三橋伸夫　教授



Ⅲ－２）　　中学生ワークショップのまとめ

― １４ ―

下野市新庁舎建設設計業務　 基本設計

下野市新庁舎建設のための市内中学生ワークショ ッ プ　（ 1） 開催日時： 平成 24 年 4 月 14 日 ( 土 )　

設計者から現在の設計案の説明

集合写真： 参加した生徒のみなさんと
　 　 　 　 　広瀬市長（ 中央左）、三橋教授（ 中央右）

テーマディ スカッショ ンの様子 ランチト ークの様子

テーマディスカッション

各校で４つのテーマ

　 (1. 下野らしさ、 2. 環境にやさしい、

　   3. 気軽さ、 4. 自由テーマ ) について

　各校で意見を出していただきました。

使い方イメージスケッチの作成

　  下絵のスケッチに各校でどんな

　  使い方ができるか議論しながら

     新庁舎のイメージを描きこんで

     一枚の絵を仕上げていただきました。

各中学校ごとに４ つのテーマ（ 1. 下野らしさ、 2. 環境にやさしい、 3. 気軽さ、 4. 自由テーマ） について議論して頂き、

下野市の特徴と新庁舎の役割について意見を出していただきました。

中学生ワークショ ップの概要

テーマディ スカッショ ン

参加校（ 南河内中学校 5 名、 南河内第二中学校６ 名、 石橋中学校 6 名、 国分寺中学校 6 名　 合計 23 名）



EV



Ⅲ－３）　　基本設計への対応

― １６ ―

●基本設計への反映について

■基本設計への反映

　　　参加者からでた意見やアイデアは市民ワークショップでの意見同様、実現可能なものに
　　　ついては、「中学生ワークショップでの意見」として基本設計の検討項目に盛り込み、
　　　今後具体的な検討を行う。

●中学生ワークショップによる意見・アイデアの整理

■ 中学生ワークショップの意見

　①下野市らしさ 　　： 下野市は…自然が豊か、ＪＲ３駅があるなど交通の便が良い、お年寄りが
　　　　　　　　　　　　　　 多い、水が綺麗。
　　　　　　　　　　　　　　 新庁舎には…かんぴょう畑をつくる、淡墨桜（うすずみざくら）を植える、
 　　　　　　　　　　　　　  国分寺七重の塔を再現する、など。

　②環境にやさしい　： リサイクルボックスの設置、壁紙を白くして室内を明るくする、発電する、
　　　　　　　　　　　　　　 季節の花を植える、庁舎で野菜を作り直売する、ドライミストの設置、
　　　　　　　　　　　　　　 電気自動車を使う、充電スポットの設置、ＬＥＤ照明を使う、屋上緑化、
　　　　　　　　　　　　　　 グリーンカーテンを作り野菜も作る、地産地消を行う、桜並木を作る、など。

　③気軽さ　　　　　　 ： 体験イベントを行う、クリスマスのＬＥＤイルミネーションを行う、
　　　　　　　　　　　　　　 自習室を設ける、喫茶スペースの設置、屋上テラスでイベントを行う、
　　　　　　　　　　　　　　 地産レストランの設置、テラスにカフェの設置、
　　　　　　　　　　　　　　 テラスに直接上がれる階段の設置、屋上にステージを設ける、
　　　　　　　　　　　　　　 噴水の設置、遊具の設置、せせらぎを作る、
　　　　　　　　　　　　　　 ドッグランの設置、遊歩道の設置、足湯の設置、バス停の設置、
　　　　　　　　　　　　　　 ゲートボール場を作る、バーベキュー場を作る、
　　　　　　　　　　　　　　 スポーツ競技場を作る、など。

　④自由テーマ

           　  ・交流     ： 姉妹都市との交流会を開く、小中学生の作品展示を行う、講習会を行う、
 　　　　　　　　　　　　　　「下野市ふるさとかるた」大会を行う、など。
　　　　　　　・イベント ： フリーマーケット、ステージを作りイベントを行う、
　　　　　　　　　　　　　　 旧日光街道を再現する、など。
　　　　　　　・愛称　   ： 庁舎に愛称を付ける（「こもれび」「ふれあい」）、など。

　※総括として、中学生ならではのユニークな意見と同時に、昨今のエネルギーに対する意識の
　　 高まりを反映した意見も多く示された。



Ⅲ－４）　　その他

●参加者名簿

（敬称略）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

●参加者へのアンケート

南河内中学校 渡辺　麻夏

小林　武史

南河内第二中学校 阿部　悠大

南河内第二中学校 今村　茜音

中学校名 氏　　名
南河内中学校 佐藤　大樹

石橋中学校

中道　衡貴

南河内中学校 小島　愛永
南河内中学校 坂本　理彩
南河内中学校 後藤　圭祐
南河内第二中学校

吉田　脩人

南河内第二中学校 山口　凌司

中山安祐子

石橋中学校

南河内第二中学校

黒坂　康平
石橋中学校
南河内第二中学校

笹木　颯音

― １７ ―

井上　星奈
国分寺中学校 松野　将馬
国分寺中学校
国分寺中学校 橋本　蒔子

国分寺中学校

今城　和香

池　　あかり
国分寺中学校

日引　桃子

石橋中学校 齋藤　絢香
石橋中学校

国分寺中学校

渡邉　美咲

前原　隆史
石橋中学校

　ワークショップ終了後、参加者全員に『グループ内の議論に関して』、『ワークショップの
進め方に関して』アンケートを実施した。結果は両方の項目で、「満足」「ほぼ満足」との意
見を頂いた。
　『グループ内の議論に関して』の問いについては、ワークショップがはじめての経験で、
緊張する雰囲気を想像していたが、議論が進むにつれて徐々に慣れ、「いろいろな意見
を積極的に言い合えてよかった」という意見が多かった。それぞれの中学校単位のグルー
プで意見を出し合い、日ごろから交流のあるメンバーで議論できたことが、議論の活発化
にもつながったようだ。課題としては、もう少し、具体的な情報や議論する時間が欲しかっ
たという意見があった。
　『ワークショップの進め方に関して』は、もう少し時間が必要だと感じた参加者もいたが、
ファシリテーターや事務局、設計者が参加して、「和やかで話しやすい雰囲気を作ってく
れて、しっかりと取り組むことができた。」という意見が得られた。
　また、その他の意見として、他校の発表に対して、「新庁舎に愛称をつける」、「旧日光街
道の復元」、「カフェや直売所の設置」、「LEDランプを用いたイルミネーション」が印象的
だったとのコメントがあった。
　今回のワークショップを通して、「市長や他校の生徒たちと交流できる機会になってよ
かった」、「もっといろんな世代の人とワークショップをしてみたい」、「話やすい雰囲気で参
加してよかった」、「また特別なことを決めるときにワークショップがあればいい」などといっ
た、意見が寄せられ、生徒たちが、この会を通じて、ワークショップが自分たちの意見を伝
えやすい手法だと感じたようだ。

市内中学校単位に２年生及び３年生の生徒、計２３名がワークショップに参加した。



　　　　　　　下野市新庁舎建設基本設計　ワークショップ

　　　　　●下野市　総合政策部　庁舎建設準備室

　　　　　●報告書作成及びワークショップサポート
　　　　　　　　　　　株式会社佐藤総合計画（新庁舎設計者）

　　　　　●コーディネート（ファシリテート）及びワークショップサポート
　　　　　　　　　　　宇都宮大学　大学院工学研究科・工学部建設学科


